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研 究 課 題 Web 上の話題遷移過程に着目した視覚的情報探索支援手法の開発

成 果 の 概 要
本研究では、研究活動や探索学習など創造的知的活動における「試行錯誤を伴うWeb ド
キュメント探索」の効率化を目標として、Web ドキュメント中の話題遷移過程の視覚化支
援の開発を試みた。本プロジェクト研究では、効率的な情報探索の有望なKey として、
Web ドキュメント中の「話題」に着目し、主に、１）Web 上の話題遷移過程抽出アルゴリ
ズムの開発、２）話題遷移過程の直感的理解を可能とするWeb ドキュメント間関係の視覚
化手法の開発、および、３）知的活動の目的などに応じて複雑に変化するユーザの情報探
索意図（主観的な判断）を探索支援に反映するための手法の検討、に取り組んだ。
Webドキュメント間関係の解析に関する既存手法の殆どが、「ドキュメントの言語的内容
（コンテンツ解析系）」「Webドキュメント間のリンク関係（ストラクチャ解析系）」のいず
れか一方のみの解析によるのに対し、本研究では両者を連携的に解析する新たな手法につ
いて、その基本的な枠組みを築くことができた。また、話題遷移過程抽出、Web ドキュメ
ント間関係の視覚化、ユーザの主観的判断を考慮した有意情報の情報抽出などについて、
本プロジェクトの構成メンバーそれぞれのバックグラウンドを活かす形で、テストケース
データを用いた手法の特徴検証などを実施し、いくつかの知見を得ることができた。
今後は、探索意図に応じた「見る価値が高い、または、読み飛ばすべきWeb ドキュメン
ト群の積極的示唆」という情報探索に対する一歩踏み込んだ支援の実現に向け、手法の検
証・改善や応用システムなど、理論・応用の両側面から検討を重ねていきたい。
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